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1）Japanese Red Cross Junior College of Akita　
















































































9：12 秋田発　こまち１４号 7：00 起床
10：48 盛岡駅着 8：40 会場発
10：59 盛岡駅発　はやぶさ7号 9：00 三沢基地着
11：26 八戸着 9：30 研修５
マイクロバスで移動 三沢基地　航空祭
American Red Cross を探せ！12：30 会場着 ・ 受付
13：00 研修１ ブルーインパルス展示飛行見学
・ 国際救援活動について （吉川） 15：00 三沢発 マイクロバスで移動
13：30 研修２ 16：00 八戸駅着
・ 国際救援活動の実際 17：06 八戸発　はやぶさ　２８号
IFRC mission （古田） 17：44 盛岡駅着
ICRC mission （苫米地） 18：35 盛岡駅発 こまち27号
15：20 研修３ 20：13 秋田駅着　解散
Raid Cross（Humanitarian Assistance）
16：30 三沢基地航空祭　前夜祭へ移動　





































of Red Cross: ICRC）の紛争救援事業、国際赤十
字赤新月社連盟（International Federation of Red 

















































































































































































































































































































































































































































































その他 ・実際にAmerican Red Cross の人と写真をとれてよかった。
・赤十字社が行っている活動をよく知ることができた。
ツアーへの意見・感想
アメリカ赤十
字との交流
・アメリカの赤十字の人との交流時間をもっととって欲しい。
・アメリカレッドクロスや実際に活動してきた方と交流する場面がもっと増えたら良
いなと思った。
海外での活動
への意欲
・海外で働きたいと改めて思った。
今後受けてみたい研修内容について
・国際救援に役立つ英語
・国際救援活動についての講話
・病院に就職してからどんなことをしていけばいいのか聞きたい。
・RAID CROSSを通し、赤十字についての学びを深めたい。
・他大学（日赤や国際救護について何らかの活動をしている大学）との交流をしてみたい。
・国際救護活動について講師の先生のお話をたくさん聞きたい。
・来年は実際に海外の人とコミュニケーションをとってみたい。
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残っている研修内容について』では、「国際救援
活動に関する講演について」（８件）、「RAIDO 
CROSSについて」（３件）、「三沢基地航空祭につ
いて」（１件）が挙げられた。『研修に参加して得
たこと、学んだことについて』は、「救護活動に
必要なこと」（４件）、「語学の重要性」（２件）、「そ
の他」（２件）であった。『研修への意見・感想』
では、「アメリカ赤十字との交流」（２件）、「海外
での活動への意欲」（１件）であった。
『今後受けてみたい研修内容について』では「国
際救援に役立つ英語」（２件）、「国際救援活動に
ついての講話」（１件）、「日赤や救援活動につい
て活動をしている他大学との交流」（１件）、「外
国の方とコミュニケーションを図る」（１件）、「就
職後の国際救援活動に参加するための準備」（１
件）、「RAID CROSSを通した赤十字の理解」（１
件）が挙げられた。
これらの結果から、参加した学生は概ね満足し、
国際救援活動への関心が高まっていることが読み
取れる。実際に活動されている方々の講話から具
体的な活動の内容を知り、赤十字の原則の重要性
や語学の必要性について認識を深めている様子で
あった。今後は、学生たちの希望も参考にさらに
よいプログラムに改善していきたいと思う。
Ⅴ．終わりに
　日赤青森県支部と講師の方々の全面的な協力を
得て、今年度の本学の国内スタディーツアーが無
事終了した。本学でも赤十字の国際活動に興味を
持つ学生は少なくない。今回のツアーも当初26
名の参加希望者がいたが、実習などの都合で参加
をあきらめた学生もおり、最終的には18名の参
加となった。しかし、この人数は、本学の行事と
なる前の２回よりも多い。また、今回は前年度の
ツアーに参加した学生も参加しており、看護学部
は全学年からの参加であった。国際活動に関心を
持つ学生が増えてきているのかもしれない。
　今回は、日赤青森県支部、石巻赤十字病院所属
の講師や三沢市出身の講師という東北にゆかりの
ある方々から国際活動の体験の実際をきくことが
できたのは、収穫であった。学生たちの評価も高
かった。また、今回取り入れたRAID CROSSは、
今後の可能性を感じさせる取り組みであったと思
う。今回の講師たちとの話し合いの中では、東北
にあるもう一つの日赤の看護師養成学校である石
巻赤十字専門学校との共同開催という話も出た。
今後も学生たちが国際的な活動に関心を持ち、継
続した学びができるようさまざまな形でサポート
していくことが重要と考える。
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